繊維と作業療法(3) : 福祉施設における織物プログラムの実施提示を通して by 難波 久美子


























県下の術祉施設を、 高齢者関連施設 ・ 身体隊答関連施
設 ・ 精神r,zy.答関連施設の3つのカテゴ 1） ー に分類し 、
各々より l 施設をi輩出し 、 その織物活動実施事例の現状
を把握分析することを主とした）より得たデータをもと















有「 （プログラムに対する適応反応等） 、 職員（将来にお
けるプログラム抱導者としての対応、等） 、 および施設機

















案 ・ 色の選択） ・ 裂き糸作り ・ 経糸かけ ・ 織り ・ 織りの
バリエーション導入 － 完成品の企薗（完成品サイズ ・
色 ・ かたち ・ 配置等）











11/18/97 ＜プログラム訪問第 I 回目 〉
プログラム滋入 ・ デザイン ・ 経糸猿り
12/02/97 ＜プログラム訪問第 2 回目 〉
布裂き ・ 織り行程
01/20/98 ＜プログラム訪問第 3 回目 〉
織り行稜
02/03/98 ＜ プログラム訪問第4 回目〉
完成された裂き絞りを迭にした、 クッションのデザイン
の決定 （布色選定 ・ 布と織りの秘成 ・ 作品タイト Jレ ・ メ
ッセージ）




















(3 ） プログラム実施費用 ：








eo さん ： 81：才女性 ・ C.V.A. · 車椅子生活
プログラム以前：過去に日本車IJ織を趣味に持っていた
















































eEさん ： 65才女性 ・ C.V.A. · 車椅子生活
プログラム以前 ： 片麻鯨で、左手のみの裂き絞り作業









































eF さん ： 68才女－性 ・ 不全幸子顕 ・ 車椅子生活






































l 0 月 ） には、すでに 7 , 8 枚の裂き織りを製作していた。
サイズは事務子の椅子部分にちょうど敷けるようになっ
ており、他の対象者によるこれまでのもの（幅約 l 5 cm 
X長さ約 2 0 ~ 3 0 cm ） よりも大規模なため、作業給ー果
の有用性が第三者に容易に認識できるものであった。
































プで 2§ ほど縫って、補強員長織り imの改良を行うことを
考え出し、実行していた。
縞や色の設定に代表されるデザイン商においては、ほ




























































他の胞設活動 （入浴 ・ 水分相i給等） と重．なったために、
寮母のプログラムへの直接介入やオブザープが手薄にな







































































るテス ト を行った。 洗i握時、 特に脱水時に、 織られた緯
糸のスライドが起こったが、 それは乾燥機による乾燥工
程を経ると復元し、また当初心配されたポリテープの溶























































11/18/97 ＜ プログラム訪問第 l 回目〉
原毛紛錬 ・ 草木染行程
12/02/97 ＜ プログラム訪問第 2 fol 11 > 











を、 手で適量裂く 。 それを粘土でひもを作ってゆくよう
に、手のひらを使って級状にロー リングし、 ローピング
を作ってゆく。作るロー ピングの長さは、 使用する木枠







を用いた織物活動を、その特性を生かし授産性の高い てゆく 。 緯糸をji}jすために、経糸をピックアップしてゆ






















































































































































































































































































































































































































































































カ ・ 表現力 ・ 学習能力 ・ 問題解決能力・順応性 ・ 適応










































代 － 社会 ・ 方法等）から、徳社社会を支えてゆかねばな
らない時代が現代なのであると考・える。
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